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◆
応
募
資
格

平
成
15
年
４
月
１

日
現
在
45
歳
未
満
の
方
で
、
正
・

准
看
護
師
の
免
許
を
も
つ
方
（
介

護
支
援
専
門
員
有
資
格
者
歓
迎
）。

◆
勤
務
場
所

三
鷹
市
牟
礼
老
人

保
健
施
設
は
な
か
い
ど
う
（
牟
礼

６
―
12
―
30
）

▼
６
月
24
日
Õ
ま
で
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
、
（
土
・
日
曜
日
、

昼
休
み
を
除
く
）
、
同
事
業
団
事

務
局
で
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
本

人
が
直
接
申
し
込
む
。

※
必
要
書
類
な
ど
く
わ
し
く

は
、
事
前
に
必
ず
同
事
業
団
ò
44

―
５
２
１
１
へ
問
い
合
わ
せ
る
こ

と
。

調
布
市
・
多
摩
東
人
権
啓
発
活

動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
協
議
会
主

催
。
調
布
市
地
域
人
権
啓
発
活
動

事
業
推
進
会
議
実
施
。

調
布
市
出
身
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
福
祉

ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
・
子
ど
も
相
談

室
」
司
会
や
、
福
祉
を
テ
U
マ
と

し
て
年
間
約
100
回
の
講
演
な
ど
幅

広
く
活
躍
中
の
女
優
・
石
井
め
ぐ

み
さ
ん
講
演
と
、
調
布
市
立
中
学

校
生
徒
に
よ
る
合
唱
と
よ
さ
こ
い

ソ
U
ラ
ン
踊
り
。

▽
７
月
５
日
—
午
後
１
時
20
分
〜

¬
自
治
体
国
際
化
協
会
の
ホ
U

ム
ペ
U
ジ
で
、
在
住
外
国
人
が
日

本
で
生
活
す
る
た
め
の
情
報
や
相

談
窓
口
を
多
言
語
で
紹
介
し
た

「
多
言
語
生
活
情
報
」
が
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

◆
掲
載
言
語
　
英
語
・
中
国
語
・

韓
国
朝
鮮
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・

ス
ペ
イ
ン
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ

ン
ス
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
・
タ
ガ
ロ
グ
語
・
タ
イ

語
・
ロ
シ
ア
語
・
日
本
語
（
ひ
ら

が
な
）

く
わ
し
く
はhttp://w

w
w
.c

lair.or.jp/tagengo/index.h
tm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
身
近
な
外
国
人
の
方
に
も
紹

介
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

∞
¬
自
治
体
国
際
化
協
会
調
査

部
連
絡
調
整
課
ò
03
―
３
５
９
１

―
５
４
８
５
・
Ｅ
―
メ
U
ル
　re

ncho@
clair.or.jp

◇
３
万
円
　
三
和
会
　
◇
５
万
円
　
匿
名

２００３・６・１５�　福祉　ボランティア　市民文芸 広報

７
月
１
日
〜
31
日
は
、
「
ふ
れ

あ
い
と
　
対
話
が
築
く
　
明
る
い

社
会
」
を
統
一
標
語
と
し
た
、
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
全
国
強

調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
法
務
省
主
唱
の
全

国
的
な
運
動
で
す
。こ
の
期
間
に
、

市
で
も
保
護
司
会
、
民
生
委
員
協

議
会
や
青
少
年
に
関
す
る
関
係
機

関
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
い
ま
す
。

◆
広
報
活
動

７
月
１
日
Õ
午
前

８
時
20
分
〜
９
時
、
三
鷹
駅
南
口

で
広
報
啓
発
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
傷

口
用
絆
創
膏
・
リ
U
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
す
。

◆
物
品
販
売
啓
発
活
動

７
月
19

日
—
・
20
日
À
午
後
１
時
か
ら
市

役
所
中
庭
で
実
施
さ
れ
る
「
商
工

ま
つ
り
」
で
、
矯
正
施
設
で
受
刑

者
が
作
っ
た
物
品
（
味
噌
、
し
ょ

う
油
）
を
販
売
し
、
更
生
と
社
会

復
帰
に
対
す
る
理
解
を
訴
え
ま

す
。

◆
映
画
「
君
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」

と
講
演
「
脳
の
不
思
議
と
感
性
〜

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
」

７
月
24
日
œ
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
、
福
祉
会
館
で
。
講
演
は
、

日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
Ｄ
Ｃ
Ｓ
感
性
研

究
所
主
席
研
究
員
の
日
高
敏
夫
さ

ん
。
ノ
U
ベ
ル
賞
作
家
で
あ
る
大

江
健
三
郎
さ
ん
と
ご
長
男
の
光
さ

ん
と
の
親
子
愛
と
、
光
さ
ん
作
曲

の
美
し
い
音
楽
を
お
聞
き
い
た
だ

■
市
の
福
祉
の
た
め
に

（
敬
称
略
）

在
住
外
国
人
の
た
め
の

多
言
語
生
活
情
報

ホ
U
ム
ペ
U
ジ

相　談　日

６月19日(木)

６月26日(木)

７月３日(木)

７月10日(木)

山±　源三さん

山±　源三さん

山±　源三さん

山±　源三さん

担当総合オンブズマン

市政のことで、あなた
自身の利害に関わる苦情
がありましたらお気軽に
ご相談ください。
◆市役所２階ò内線2215・
¿48―2810

※時間は午後１時30分～
４時30分。
�予約制です。事前にご連
絡ください。

総合オンブズマン相談室

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
三

鷹
市
シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン
タ
U
・

東
京
都
武
蔵
野
高
年
齢
者
就
業
相

談
所
主
催
。
「
生
計
の
た
め
常
勤

や
パ
U
ト
で
就
職
し
た
い
」
「
仕

事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
社
会

に
役
立
つ
活
動
を
し
た
い
」
な
ど

の
相
談
や
、
職
業
紹
介
な
ど
。

▽
６
月
24
日
Õ
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
U
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
三
鷹
市
シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン

タ
U
ò
48
―
６
７
２
１

高
齢
者
の
た
め
の

就
業
相
談
会

身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

石
井
め
ぐ
み
さ
ん
講
演
な
ど

三
鷹
市
社
会
福
祉
事
業
団

職
員
（
看
護
職
１
人
）
を

募
集

「
三
鷹
ひ
ま
わ
り
共
同
作
業
所
」

は
、
１
９
８
９
年
に
井
之
頭
病
院

精
神
科
の
職
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
々
が

地
域
の
中
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
、
６
人
の
通
所
者
で
始

ま
っ
た
同
作
業
所
は
、
こ
の
15
年

間
で
90
人
を
超
え
る
ま
で
に
広
が

り
、
昨
年
９
月
に
は
、
運
営
の
安

定
と
新
た
な
事
業
展
開
を
め
ざ
し

て
念
願
の
社
会
福
祉
法
人
格
を
取

得
し
ま
し
た
。

「
社
会
福
祉
法
人
三
鷹
ひ
ま
わ

り
会
」
で
は
、
６
月
28
日
—
に
、

法
人
化
を
祝
う
式
典
と
、
多
く
の

方
々
に
精
神
医
療
保
健
の
現
状
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
三
鷹
ひ
ま
わ
り
共
同
作

業
所
は
３
カ
所
。
10
〜
70
代
の
通

所
者
が
通
っ
て
い
ま
す
。

第
一
作
業
所（
下
連
雀
四
丁
目
）

は
、
生
協
か
ら
年
間
契
約
で
受
け

た
チ
ラ
シ
の
セ
ッ
ト
作
業
を
主
な

仕
事
と
し
て
い
て
い
ま
す
。
作
業

ス
ペ
U

ス
内
は
機
械
の
音
が
響

き
、
ま
る
で
印
刷
工
場
の
よ
う
。

ノ
ル
マ
も
あ
る
重
労
働
で
す
が
、

そ
の
分
、
作
業
所
と
し
て
は
高
め

の
工
賃
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

第
二
作
業
所
（
上
連
雀
四
丁

目
・
福
祉
コ
ア
か
み
れ
ん
内
）
が

行
っ
て
い
る
の
は
、
数
社
の
企
業

か
ら
請
け
負
っ
た
紙
箱
の
組
み
立

て
や
名
札
付
け
な
ど
の
作
業
、
施

設
管
理
な
ど
。

三
鷹
駅
前
に
民
家
を
借
り
て
い

る
第
三
作
業
所（
下
連
雀
三
丁
目
）

は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
陶
芸
な
ど
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
製
品
作
り
と
販
売
、
農

作
業
、
レ
ク
リ
エ
U
シ
ョ
ン
活
動

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

ど
の
作
業
所
で
も
、
昼
食
は
通

所
者
た
ち
が
当
番
制
で
作
っ
て
い

て
、
メ
ニ
ュ
U
を
決
め
、
材
料
の

買
い
出
し
す
る
と
こ
ろ
か
ら
手
作

り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
誕
生
会

や
旅
行
、
ス
ポ
U
ツ
、
美
術
活
動
、

３
作
業
所
合
同
有
志
の
「
ひ
ま
わ

り
バ
ン
ド
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ

一
つ
に
、
仕
事
を
通
じ
て
持
続
力

や
達
成
感
を
得
る
、
仲
間
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
U
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
対

人
関
係
能
力
を
養
う
、
買
い
物
を

し
な
が
ら
金
銭
感
覚
を
よ
み
が
え

ら
せ
る
と
い
っ
た
ね
ら
い
が
あ
り

ま
す
。
精
神
科
で
の
入
院
な
ど
を

経
た
方
が
、
地
域
の
中
で
ご
く
あ

た
り
ま
え
の
生
活
を
送
り
た
め
の

ト
レ
U
ニ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

「
精
神
医
療
で
は
今
、
世
界
的

に
『
脱
施
設
化
』
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
日
本
は
突
出
し
て
遅
れ
て

い
る
状
況
で
す
」
と
、
同
会
理
事

長
の
三
瓶
和
義
さ
ん
は
言
い
ま

す
。
精
神
病
院
に
長
期
入
院
し
て

い
る
と
、
病
気
が
治
っ
て
も
、
施

設
特
有
の
生
活
習
慣
や
依
存
心
の

た
め
に
社
会
生
活
が
困
難
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
脱
施
設
化
は
、

で
き
る
だ
け
入
院
を
短
く
し
て
、

地
域
に
精
神
障
害
者
の
た
め
の
受

け
皿
を
つ
く
っ
て
支
え
る
と
い
う

考
え
方
。
社
会
的
入
院
の
多
い
日

本
で
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で

す
。
「
や
っ
と
法
人
化
で
き
て
、

現
在
は
ま
だ
将
来
構
想
を
話
し
合

っ
て
い
る
段
階
で
す
が
、
い
ず
れ

グ
ル
U
プ
ホ
U
ム
の
設
立
な
ど
も

考
え
て
い
き
た
い
。ひ
ま
わ
り
は
、

こ
れ
ま
で
も
地
域
の
理
解
に
支
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
精

神
障
害
者
が
地
域
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
よ
う
、
一
層
、
情
報
発
信
や

交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す
」

昨
年
７
月
に
は
、
通
所
者
に
よ

る
「
ひ
ま
わ
り
自
治
会
」
が
誕
生

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
職
場
会

と
い
う
名
で
、
行
事
日
程
や
仕
事

北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
U
は
、

在
宅
の
心
身
障
害
児
者
の
福
祉
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
デ
イ
ケ
ア
を

は
じ
め
各
種
相
談
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

U
シ
ョ
ン
、
日
常
生
活
動
作
訓
練

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
の

方
々
の
集
会
、
交
流
の
場
と
し
て

も
利
用
さ
れ
て
い
る
療
育
訓
練
施

設
で
す
。

セ
ン
タ
U
で
は
、
日
ご
ろ
の
活

動
の
成
果
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を

願
っ
て
、
毎
年
７
月
に
夏
ま
つ
り

（
館
ま
つ
り
）
を
開
催
し
ま
す
が
、

そ
こ
で
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

◆
条
件

学
生
ま
た
は
社
会
人

（
40
代
ぐ
ら
い
ま
で
）
で
無
償
で

協
力
い
た
だ
け
る
方
。
交
通
費
も

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
日
時

７
月
24
日
œ
午
後
２
時

40
分
〜
８
時
30
分
（
夕
方
か
ら
の

参
加
も
可
）。

◆
場
所

北
野
１
―
９
―
29
（
Ｊ

Ｒ
三
鷹
駅
か
ら
北
野
行
き
・
み
た

か
シ
テ
ィ
バ
ス
で
「
北
野
小
東
」

下
車
ま
た
は
吉
祥
寺
駅
か
ら
千
歳

烏
山
行
き
バ
ス
で
「
北
野
水
無
」

下
車
、
い
ず
れ
も
徒
歩
３
分
）

◆
内
容

セ
ン
タ
U
利
用
者
の
介

助
、
模
疑
店
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
の

補
助
。

▼
６
月
16
日
Ã
か
ら
同
セ
ン
タ
U

社
会
福
祉
協
議
会
（
み
た
か
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
U
）
と
、
東

京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
U
と
の
共
催
。
対
象
は
都
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
説
明
会
に

参
加
で
き
る
方
（
活
動
内
容
に
よ

り
年
齢
基
準
あ
り
）。

◆
活
動
内
容

都
内
の
高
齢
者
・

障
害
者
・
児
童
関
係
施
設
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

◆
期
間

７
月
中
旬
〜
８
月
（
施

設
で
の
体
験
は
３
日
以
上
、
行
事

を
除
く
）

◆
説
明
会

７
月
12
日
—
午
後
２

時
か
ら
、
市
役
所
第
二
庁
舎
で
。

▼
７
月
５
日
—
ま
で
に
、
所
定
の

「
参
加
申
し
込
み
カ
U
ド
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
み
た
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
U
（
上
連
雀
８
―

３
―
１
０
三
鷹
図
書
館
隣
り
）
へ

申
し
込
む
。
定
員
70
人
。

∞
同
セ
ン
タ
U
ò
76
―
１
２
７

１

中
学
生
以
上
対
象

２
０
０
３
夏
¿

体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

句
の
種
明
か
し
が
面
白
い
。

散
り
敷
け
る
桜
花
び
ら
煽
ら
れ
て
右
へ
左

へ
道
転
び
ゆ
く
　
　
　
　
　
横
尾
え
り
子

【
評
】
乾
き
き
っ
た
花
び
ら
は
さ
ほ
ど

で
は
な
い
が
、
落
花
間
の
な
い
花
び
ら

が
風
に
翻
弄
さ
れ
る
様
に
は
趣
が
あ

る
。見
た
ま
ま
を
詠
っ
た
結
句
が
よ
い
。

念
願
の
東
大
合
格
果
た
し
た
る
孫
の
肩
抱

き
夫
は
声
な
し
　
　
　
　
　
大
平
　
牧
子

【
評
】
孫
の
合
格
を
喜
ぶ
夫
の
心
情
が
、

そ
の
行
為
を
通
し
て
素
直
に
伝
わ
っ
て

来
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
見
て
い
る
作
者

の
喜
び
も
感
じ
取
れ
る
。

恙
無
く
今
日
も
終
り
ぬ
五
時
告
ぐ
る
「
赤

ト
ン
ボ
」
の
チ
ャ
イ
ム
に
じ
っ
と
聞
き
入

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
多
満
江

【
評
】
無
事
に
終
わ
っ
た
一
日
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
「
赤
ト
ン
ボ
」
の
チ
ャ

イ
ム
の
取
り
合
わ
せ
が
面
白
い
。ま
だ
、

五
時
。
安
堵
し
感
謝
す
る
に
は
、
早
す

ぎ
る
気
が
す
る
が
、「
聞
き
入
る
」
は

思
い
入
れ
が
過
ぎ
る
。

毎
日
の
母
の
食
欲
案
じ
つ
つ
白
寿
を
祝
ふ

五
月
待
た
る
る
　
　
　
　
　
花
輪
　
明
子

【
評
】
老
人
に
と
っ
て
健
康
の
バ
ロ
メ

U
タ
U
の
一
つ
は
食
欲
。
そ
れ
を
案
じ

つ
つ
、
九
十
九
歳
の
祝
い
事
を
待
つ
気

持
ち
を
「
五
月
待
た
る
る
」
と
明
る
く

率
直
に
詠
っ
た
所
が
よ
い
。

（
選
と
評
）

金
田
　
義
直

真
下
な
る
部
屋
に
聞
き
ゐ
つ
巣
を
作
る
鳩

が
ト
タ
ン
の
庇
踏
む
音
　
　
八
島
　
靖
夫

【
評
】
早
朝
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
雨
除
け
の

上
を
歩
き
回
る
カ
ラ
ス
の
足
音
は
不
快

で
、
腹
立
た
し
い
が
、
鳩
の
そ
れ
は
巣

作
り
で
あ
る
だ
け
に
、
作
者
に
は
や
が

て
孵
る
で
あ
ろ
う
雛
に
ま
で
思
い
を
馳

せ
、
い
と
お
し
く
聞
こ
え
た
の
で
あ
ろ

う
。

木
の
芽
雨
ほ
の
か
に
烟
る
庭
隅
に
ツ
ツ
ジ

赤
あ
か
と
一
叢
盛
る
　
　
　
浅
野
　
寿
子

【
評
】
木
の
芽
の
出
る
頃
に
降
る
雨
を

「
木
の
芽
雨
」
と
言
う
よ
う
だ
が
、
何

と
風
情
の
あ
る
日
本
語
で
は
な
い
か
。

一
首
の
中
で
適
切
に
使
わ
れ
て
い
る
。

し
ば
ら
く
ね
笑
み
て
過
ぎ
ゆ
く
自
転
車
の

人
お
ぼ
ろ
な
り
吾
れ
遠
視
眼

松
村
恵
美
子

【
評
】
遠
視
眼
の
人
は
近
く
は
見
え
に

く
い
の
だ
が
、
こ
う
ま
で
率
直
に
詠
わ

れ
る
と
、
お
か
し
さ
が
先
に
た
つ
。
結

三
鷹
短
歌
会
５
月
の
秀
歌

上
の
ト
ラ
ブ
ル
、
作
業
所
へ
の
要

望
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
き

ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
発
言
が
活

発
に
な
り
、
自
治
会
へ
と
発
展
し

た
の
で
す
。
15
年
間
の
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
自
分
な
り
の
生
き
方
を

探
し
、
自
分
で
判
断
し
決
定
す
る

力
を
培
っ
て
き
た
成
果
で
す
。

通
所
者
の
み
な
さ
ん
は
、
「
同

じ
思
い
を
し
て
き
た
仲
間
と
い
る

こ
と
が
気
持
ち
の
上
で
と
て
も
安

定
す
る
」
「
仲
間
や
友
達
が
困
っ

て
い
た
ら
、
自
分
な
り
に
見
守
っ

て
あ
げ
た
り
、
話
を
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

■
ひ
ま
わ
り
共
同
作
業
所

法
人
化
記
念
式
典
と
講
演
会

６
月
28
日
—
午
後
２
時
30
分
か

ら
、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
７
階
で
。

講
演
は
精
神
科
医
で
脱
施
設
化
の

問
題
な
ど
に
詳
し
い
中
沢
正
夫
さ

ん
の
「
共
同
作
業
所
運
動
に
期
待

す
る
こ
と
」
。
入
場
無
料
。
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

∞
第
一
共
同
作
業
所
ò
76
―
０

３
８
８

く
ほ
か
、
「
音
楽
療
法
」
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

阪
神
淡
路
大
震
災
や
神
戸
小
学
生

殺
人
事
件
に
み
ら
れ
る
子
ど
も
た

ち
の
「
心
の
傷
」
を
ど
う
癒
す
の

か
と
い
っ
た
今
日
的
な
テ
U
マ
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
手
話
通
訳
あ

り
。
季
節
の
花
鉢
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

あ
り
。

▼
い
ず
れ
も
当
日
、直
接
会
場
へ
。

∞
地
域
福
祉
課
ò
内
線
２
６
１

５

ò
48
―
６
３
３
１
へ
申
し
込
む
。

後
日
説
明
会
。

４
時
、
調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く

り
「
く
す
の
き
ホ
U
ル
」
で
。

▼
当
日
、直
接
会
場
へ
。先
着
500
人
。

∞
調
布
市
市
民
相
談
担
当
ò
０

４
２
４
―
81
―
７
０
３
３

北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
U

夏
ま
つ
り
の
介
助

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第53回

第一共同作業所

三
鷹
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
全
体
会

テ
U
マ
は
「
改
定
さ
れ
た
介
護

保
険
制
度
お
よ
び
障
害
者
支
援
費

制
度
に
つ
い
て
」
。
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
気
軽
に
勉
強
し
ま
し
ょ

う
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

▽
６
月
28
日
—
午
後
１
時
〜
４
時

40
分
、
福
祉
会
館
で
。
市
の
担
当

課
長
に
よ
る
解
説
と
、
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
の
体
験
談
。
三
鷹
市
タ
ン

ゴ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏

も
。
参
加
費
300
円
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
大
澤
宅
ò
33
―
５
０
７
０

（
午
後
６
時
以
降
）

第二共同作業所

第三共同作業所


